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新 ア ミノ配 糖 体 系 抗生 物 質KW-1070(fortimicin)に つ い て,抗 菌 力 お よび臨 床 効 果 の 検討 を行

な った。

臨床 分 離 のE.coli(54株),Ktebsiella sp.(50株),P.acruginosa(45株),indole-positive

Proteus sp.(25株),indole-negative Proteus sp.(20株)に つ い て,106cells/mlと108cel1s/

ml接 種 でKW-1070のMICを 測 定 し,対 照 薬 のKW-1062,gentamicin(GM)と 比 較 した 。 本

剤 はKW-1062よ り劣 って いた が,Klebsiellasp.,Proteus sp.で はGMよ り良 いMICを 示 した 。

臨床 効果 の検 討 で は,内 科 的 感 染 症21例 にKW-1070を1日200～400mg筋 注投 与 した 。 著

効10例,有 効5例,や や 有 効1例,無 効4例,判 定 不能1例 で,有 効 率 は75%で あ った 。 副 作

用,臨 床 検 査 値異 常 は 認 め られ なか った 。

ア ミノ配 糖体 系抗 生 物 質KW-1070(fortimicin)に つ

いて,臨 床 分離株 に対 す る抗 菌 力 及 び 臨 床効 果 を検 討 し

たので報告 す る。 な お,体 内動 態 に つ い て は,前 報 で報

告した。

I. 臨 床 分離 株 に 対 す る抗 菌 力

1) 方 法

北大病院 中央 検査 室 に て 各 種 臨床 材 料 か ら分 離 され た

E.celi54株,Klebsicllasp.50株 ,P.aeruginosa

45株,indole-positive Proteussp.25株,indole-

negative Proteus sp.20株 を 用 い ,化 学 療 法学 会 標 準

法で,本 剤 に対 す る感 受 性 を測 定 した 。対 照 と して は,

KW-1062お よびgentamicin(GM)を 用 い,接 種 菌 量

は,108cells/mlお よび106celIs/mlと した 。

2) 結果

結果はTable1に 示 した。108cells/m1接 種 で,各 菌

種に対す るKW-1070のMIC50値 は,E.coli6.3μg/

ml,Klcbsiellasp.08μg/ml ,P.aeruginosa3.2μg/

ml,indole-positive Proteus sp .0.3μg/ml,indole-

negative Proteus sp.0.8μg/mlで あ り,106cel1s/ml

接 種では,E.coli1.6μg/ml,Klebsiella sp.02μg/

ml,P.aeruginosa0.8μg/ml,indole-positive Pro-

teus sp.0.2μg/ml,indole-negative Protcus sp.0.4

μg/mlで あ った 。

い ず れ の 接 種菌 量 にお い て も本剤 は,E.coli,P.aeru-

ginosaに つ い て は,KW-1062,GMに 劣 り,Kle-

bsiella sp.,indole-positive Protcus sp.で は,GMよ

りす ぐれ,KW-1062と ほ ぼ 同 等 か若 干KW-1062が ま

さる 結果 で あ った 。indole-negative Proteus sp.に つ

い て は,抗 菌 力 の強 さは,KW-1062,KW-1070,GM

の順 で あ った 。

II. 臨 床 効 果

1) 検 討 対 象 お よび投 与 方 法

内科 的 感 染 症21例 に,本 剤 を1日200～400mg,2～

10日 間 筋 注 して,細 菌 学 的 効 果,臨 床 効果 を 検討 した 。

症 例 の内 訳 は,呼 吸 器感 染 症4例(肺 炎3例,急 性 扁

桃 炎1例),尿 路 感染 症17例(急 性 腎 盂 腎炎3例,急

性 膀 胱 炎4例,慢 性 膀 胱 炎10例)で あ った 。

病 型 は 急性10例,慢 性11例,ま た,患 者 の平 均 年

齢 は57.4歳 と,比 較 的 高 齢 者 が 多 く,基 礎 疾 患 と して

は,高 血 圧7例,糖 尿 病6例,神 経 因 性 膀胱3例,脳 血
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Table 1 MICs of KW-1070, KW-1062 and gentamicin (GM) against several organisms isolated from patients

a) 54 strains of E. coli

b) 50 strains of Klebsiella sp.

c) 45 strains of Pseudomonas aeruginosa

d) 25 strains of indole-positive Proteus sp.

e) 20 strains of indole-negative Proteus sp.
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Table 3 Clinical effects classified by diagnosis

Table 4 Bacteriological effects classified by organism

栓および冠動脈硬化症各2例 等が,多 いものとして挙げ

られる。

検出菌は,E,coli,K.pneumoniaeな ど,グ ラム陰

性桿菌が80%を 占め,グ ラム陽性球菌は20%で あ っ

た。

細菌学的効果は,投 与前後に細菌学的検査を行ない,

菌消失,減 少,不 変,菌 交代に分け判定した。

臨床効果は細菌学的効果を含め,主 治医により,著

効,有 効,や や有効,無 効の4段 階として判定した。な

お,本 剤の投与前後において,血 液,肝 機能,腎 機能検

査や,audiogramに よる聴力検査を行なった。

2) 成績

個々の症例についての概要をTable2に,疾 患別の

臨床効果をまとめてTable3に 示す。 全21例 では,

著効10例,有 効5例,や や有効1例,無 効4例,判 定

不能1例 で,有 効率は75%で あ った。著効例は,急 性

腎盂腎炎,急 性膀胱炎に多く,無 効例は慢性膀胱炎であ

った。判定不能例は肺炎例(第1例)で,2日 間の使用

の後中止されたものであった。

細菌学的効果はまとめてTable4に 示す。菌を検出し

得た19例 中,菌 消失は14例73.7%で あ った。菌不

変は2例,菌 交代をみた ものは3例 あった。E.coli,

Klebsiella sp.,S.marcescensな どに良い効果 がみ ら

れた。

なお,副 作用は特記すべきものはなかった。投与前後

にaudiogramを 検査したもの7例 は,い ずれも異常を
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Table 5 Laboratory findings

認めていない。本剤投与前後に検査した臨床検査成績は

Table5に 示 したとお りで,特 別,異 常な変化をみたも

のはなかった。

III. 考 察

新 アミノ配糖体系抗生物質 であるKW-1070に つい

て,臨 床分離株に対する抗菌力と,臨 床効果の検討を行

なった。
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本剤 は,E.coli,Klebsiella sp.,Proteus sp.,Ente-

robacter, Serratia, H.influenzaeな どの グ ラム陰 性

桿菌 に対 して強 い抗 菌 力 を示 す とい わ れ る1)。 臨 床 分 離

のE.coli,Klebsiella sp.,P.aeruginosa, Protcus

sp.な どにつ いて 抗菌 力 を 測 定 し た 結果,106cells/ml

と108cells/mlの 接 種 で2～3段 階 のMICの 差 が 認 め

られ 。Klebsiella sp.とProteus sp.に は 良 い 抗 菌

力を示 した 。 比較 対 照薬 と し てKW-1062,GMを 選

び2,8),その抗 菌 力 をみ た が,E.coli,P.acruginosaで

は,本 剤 は両 剤 に 劣 り,Klebsiella sp.とProteus sp.

ではGMよ り良 いが,KW-1062よ りや や 劣 る 成 績 で

あった。

内科 的感染 症21例 に 対 して本 剤 を1日200mg～400

mg,2回 に分 け て筋 注 投与 し,臨 床 成績 を検 討 して 有 効

率75%の 成 績 を得 た。 なか で も急 性 腎 盂腎 炎,急 性 膀

胱炎等 に良 い成績 が 得 られ た が,慢 性 膀胱 炎 では 無 効 例

が認 め られた 。細菌 学 的効 果 は,E.coli,Klebsiclla sp.,

S.marcescensに 良 い除 菌 効 果 を 示 して お り,抗 菌 力 と

一 致す る も の であ った
。 な お,菌 消 失 率 は73,7%で あ

った。

翻 作用 と して 特 別 の もの は認 め られ ず,臨 床 検 査成 績

に も異 常 は無 く,こ の 投与 量 の範 囲 内 で は安 全性 が 確 認

され た 。

KW-1070の 抗菌 力 と臨 床 効 果 を み た が,ア ミノ配 糖

体 系 抗 生 物 質 の ひ とつ と して,本 剤 は 臨床 に適 応 で き る

薬 剤 と考 え る。
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Susceptibility to clinical isolates and clinical effect were studied on KW-1070, a new amino-

glycoside. MICs of KW-1070 against 54 strains of E. coli ranged from 0.4 to 6.3 ƒÊg/ml with an

inoculum size of 106cells/ml. MICs were 6.3ƒÊg/ml and less against 50 strains of Klebsiella, mostly

0.4•`4.3ƒÊg/ml against 45 strains of P. aeruginosa, 0.8pg/ml and less against 25 strains of indole-

positive Proteus and 1.6 pg/ml and less against 20 strains of indole-negative Proteus, respectively.

Twenty one patients with respiratory and urinary infections were treated intramuscularly with

KW-1070 at a daily dose of 200 to  400  mg. Clinical response was excellent in 10 out of 21 patients,

good in 5, fair in 1, poor in 4 and unevaluable in 1.

No side effect and abnormal laboratory findings were observed.


